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今月の
表紙

1月 27日、矢掛町消防出初式が開催されました。
晴天の下行われた一斉放水では、小田川に虹がかかりました。
（関連記事は2ページ）



　
１
月
27
日
、「
平
成
31
年
矢
掛
町
消
防
出
初
式
」
が
、

や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
挙
行
さ
れ
、
消
防
団
員
約
４

０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
新
入
団
員
７
人
へ
の
辞
令
が
交
付
さ
れ

た
後
、
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
団
員
等
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、
各
小
学
校
児
童
の
鼓
笛
演
奏

に
合
わ
せ
て
矢
掛
市
街
地
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
小
田
川

河
川
敷
で一斉
放
水
が
行
わ
れ
、
団
員
は
防
火
・
防
災

へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

矢
掛
町
消
防
団
長
表
彰

（
表
彰
章
）  

鳥
越
良
平
・
留
安
拓
也
・
石
山
和
孝

笹
井
亜
紀
宏
・
竹
内
里
志
・
三
村
泰
央
・
竹
内
久
善

岡
田
明
憲
・
三
宅
政
夫
・
森
脇
照
雄
・
石
川
繁
永

谷
本
恭
章
・
森
定
浩
之
・
笠
原
　
渉
・
清
水
稔
人

鳥
越
真
二
・
鳥
越
勇
次
・
鳥
越
　
誠
・
坪
井
宏
樹

森
本
祥
行
・
百
本
吉
宏
・
森
　
大
輝
・
出
原
誠
希

樽
出
し
・
く
す
玉
割
り
競
技

優
　
勝  

小
田
分
団

準
優
勝  

三
谷
分
団

３
　
位  

美
川
分
団

平
成
31
年
被
表
彰
者
・
団
体
（
敬
称
略
）

岡
山
県
知
事
表
彰

（
優
良
消
防
団
員
章
）
勝
野
明
利

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
労
章
）
三
宅
智
也
・
細
川
雅
夫

（
表
彰
章
）
渡
辺
良
夫
・
新
谷
弘
樹
・
花
田
周
知

坪
井
政
信
・
岸
野
智
敬
・
三
宅
充
洋
・
山
部
泰
大

（
精
勤
章
）
鳥
越
　
誠
・
小
川
泰
徳
・
土
井
英
二

（
青
年
章
）
鳥
越
淳
久
・
立
間
健
一

備
中
地
区
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

（
表
彰
章
）
三
宅
貴
博
・
妹
尾
宏
文
・
増
田
　
博

井
原
地
区
消
防
組
合
消
防
長
表
彰

（
無
火
災
表
彰
）
川
面
分
団

矢
掛
町
長
感
謝
状
贈
呈

（
無
火
災
感
謝
状
）
川
面
地
区
自
治
協
議
会

矢
掛
町
長
表
彰

（
表
彰
章
）  

青
江
宏
幸
・
高
月
翔
平
・
一
安
亨
太

坪
井
芳
文
・
髙
田
和
典
・
谷
許
竜
治
・
岡
田
真
好

長
代
基
嗣
・
山
部
優
樹
・
横
畑
　
弘
・
西
野
靖
司

木
村
尚
弘
・
妹
尾
竜
次
・
西
野
淳
志
・
古
角
　
望

有
安
祐
二
・
鳥
越
真
太
郎
・
鳥
越
敬
史
・
守
屋
和
浩

渡
辺
好
輝
・
杉
本
隆
博 
・
立
間
健
一
・
田
村
　
淳

Information
まちからの

お知らせ

 

矢
掛
町
消
防
出
初
式

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
１
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
総

会
に
お
い
て
、
髙
月
恭
平
監
査
委
員
が
同
協
会
副
会
長
に
就

任
し
ま
し
た
。（
任
期
は
２
年
）

第
74
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

　
ス
ケ
ー
ト
競
技
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
少
年
男
子

　
第
３
位

（
金
光
学
園
高
校
２
年
の
木
科
雄
登
選
手
と
と
も
に
競
技

に
臨
み
、
２
人
の
個
人
順
位
合
計
で
争
う
。）

岡
山
県
体
育
協
会
表
彰

　
優
秀
選
手
・
団
体
賞（
個
人
）・
国
民
体
育
大
会
賞

第
77
回
山
陽
新
聞
体
育
賞
・
体
育
賞

第
82
回
岡
山
県
児
童
生
徒
発
明
く
ふ
う
展

　
岡
山
県
知
事
賞
（
小
学
生
の
部
）

　「
第
82
回
岡
山
県
児
童
生
徒
発
明
く
ふ
う
展
」（
岡
山
県
お

よ
び
（
一
社
） 

岡
山
県
発
明
協
会
主
催
）
に
お
い
て
光
の
反

射
を
う
ま
く
利
用
し
た
「
ど
こ
で
も
明
る
い
懐
中
電
灯
」
を

発
明
。
豊
か
な
発
想
や
工
夫
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

髙
月
監
査
委
員
が

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
副
会
長
に
就
任

岡山理科大学付属高校２年
三宅  星南さん

美川小学校４年
岡田  実夢さん

岡
山
県
わ
か
ば
賞

　
青
少
年
の
善
行
を
た
た
え
る
「
岡
山
県
わ
か
ば
賞
」
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
２
人
は
小
田
公
民
館
の
活
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
積

極
的
に
参
加
し
、
地
域
活
性
化
に
寄
与
し
た
功
績
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

小北中学校３年
田邉  厚寿くん・川上  麻那さん

2平成31年２月号



　平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
町
の
元
気
を
取
り

戻
す
た
め
、
復
興
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
　き
　３
月
24
日
㈰

　
　
　
　
　開
場
：
午
後
２
時
　開
演
：
午
後
２
時
30
分

　
　
　
　
　終
了
：
午
後
３
時
30
分
予
定

●
と
こ
ろ
　や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー
　ホ
ー
ル

●
出
　演
　Ａ
Ｋ
Ｂ
48
（
出
演
メ
ン
バ
ー
は
未
定
）

●
応
募
条
件
　小
学
生
以
上
の
矢
掛
町
在
住
の
人
に
限
り
ま

す
。（
住
民
票
が
あ
る
人
）

●
応
募
方
法
　入
場
希
望
の
人
は
、
郵
便
往
復
は
が
き
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
お
一
人
様
１
通
の
応
募
に
限
り
ま
す
。
重

複
応
募
は
無
効
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
は
が

き
１
枚
で
２
名
様
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。
左
記
の
要
領
で
ご

記
入
の
上
、
２
月
23
日
㈯
ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

（
当
日
消
印
有
効
）

※

応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■問
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー
　☎（
82
）２
１
０
０
（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分
）

矢
掛
町
復
興
イ
ベ
ン
ト
開
催
　入
場
無
料

　平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
、
個
人
住
宅
等
敷
地
に
流
入
し
た
土
砂
等
の
撤
去
費
用
を
矢
掛

町
が
補
助
金
で
支
援
し
て
い
ま
す
。
制
度
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
補
助
金
額
　上
限
20
万
円

●
対
象
費
用
　土
砂
等
撤
去
費
と
し
て
業
者
等
へ
支
払
っ
た
金
額

●
対
象
者
　土
砂
が
流
入
し
た
個
人
住
宅
敷
地
の
所
有
者
・
管
理
者

●
申
込
期
限
　３
月
20
日
㈬

■問
建
設
課
管
理
住
宅
係
　☎（
82
）１
０
１
４
　有
線
０
６
０
５

　県
で
は
、
自
然
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
子
ど
も
が
い
る
家
庭
に
対
し
、
子
ど
も
の
た
め

の
災
害
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
被
災
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
人
は
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
支
給
対
象
　平
成
30
年
７
月
豪
雨
以
降
に
岡
山
県
の
区
域
内
で
発
生
し
た
災
害
に
よ
り
、
現

に
自
己
の
生
活
の
本
拠
と
し
て
住
居
の
用
に
供
し
て
い
る
建
物
が
、
全
壊
、
大
規
模
半
壊
、
半
壊
、

床
上
浸
水
の
い
ず
れ
か
の
被
害
を
受
け
た
子
ど
も
（
被
災
日
を
基
準
と
し
て
、
18
歳
に
達
す
る

日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
）
を
養
育
し
て
い
る
人

●
支
給
額
　子
ど
も
一
人
当
た
り
２
万
円
（
当
該
世
帯
の
子
ど
も
の
数
に
応
じ
て
支
給
）

●
申
請
期
限
　10
月
31
日
（
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
分
）

●
申
請
方
法
　必
要
書
類
を
岡
山
県
保
健
福
祉
部
子
ど
も
家
庭
課
に
郵
送

※
申
請
書
は
岡
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
県
民
局
福
祉
振
興
課
、
ま
た
は
役
場
保
健
福
祉
課
で
入

手
で
き
ま
す
。

■問
県
保
健
福
祉
部
子
ど
も
家
庭
課 「
子
ど
も
災
害
見
舞
金
」
係

　☎
０
８
６（
２
２
６
）７
８
７
４
ま
た
は 

０
８
６（
２
２
６
）７
８
７
５

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
土
砂
等
撤
去
補
助
金

子
ど
も
災
害
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

Information

あ
な
た
の
住
所

あ
な
た
の
名
前

※矢掛町在住の人
のみ応募できます

※入場希望される方
それぞれの↓↓

※番号②～⑤は、入場希望
　される方、全員分を必ず
　ご記入ください。
（記載不十分なはがきは
無効になります）

① 希望人数○名

② 郵便番号
③ ご住所
④ 氏名（年齢）
⑤ TEL

返信

小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛

　
　
　二
六
七
七
|
一

や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー

「
復
興
イ
ベ
ン
ト
」係

【注】
※この面には
何も記入しな
 いでください。
（当方記入面）

往信

返信裏往信表

往信裏返信表

7 1 4  1 2 0 1

※記入していただいた個人情報は、復興イベント
の抽選のみ使用させていただき、使用後はこちら
で責任をもって破棄させていただきます。

Ａ
Ｋ
Ｂ
48
が
、
矢
掛
町
に
や
っ
て
く
る
！

土
砂
等
の
撤
去
費
用
を
支
援

3 平成31年２月号
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矢
掛
町
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
受
験
希
望
者
は
、
指
定
様
式
の
受
験

申
込
書
に
必
要
事
項
を
添
え
て
、
総
務
企
画
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

平
成
31
年
４
月
１
日
採
用
予
定

【
社
会
福
祉
士
】
嘱
託
職
員 
１
人

●
資
格
要
件
　
社
会
福
祉
士
資
格
を
有
す
る
人

　
　
　
　
　
　
昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人
で
、
相
談
業
務
経
験
が
あ
る
人

●
勤 

務 

先
　
保
健
福
祉
課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

●
受
付
期
限
　
２
月
28
日
㈭

随
時
募
集

【
保 

育 

士
】
臨
時
職
員 

数
人

●
資
格
要
件
　
保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
人

●
勤 

務 

先
　
町
内
保
育
園
ま
た
は
幼
稚
園

　※

片
方
の
資
格
の
み
を
有
す
る
人
も
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

　※

パ
ー
ト
タ
イ
ム
に
つ
い
て
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
介
護
職
員
】
臨
時
職
員 

数
人

●
資
格
要
件
　
介
護
資
格
（
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修
了
者
等
）

●
勤 

務 

先
　
矢
掛
病
院
・
た
か
つ
ま
荘
・
矢
掛
寮
の
い
ず
れ
か
。

【
看
護
助
手
】
臨
時
職
員 

数
人

●
勤 

務 

先
　
矢
掛
病
院

●
勤
務
時
間
　
早
出
：
午
前
６
時
15
分
〜
午
後
３
時

　
　
　
　
　
　
普
通
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
　
　
遅
出
：
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
45
分

　（
受
付
期
限
、
試
験
日
に
つ
い
て
は
随
時
で
す
。）

■問
総
務
企
画
課
人
事
給
与
係
　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
２

キ
ラ
リ
☆
輝
く
ま
ち

矢
掛
町
職
員
を
募
集

平
成
31
年
３
月
完
成
！！

新
小
林
町
営
住
宅
入
居
者
募
集

入
居
者
募
集

 ●提出書類の入手方法…
①矢掛町のホームページからダウンロード
　詳細もこちらで確認できます！
②郵便請求による入手
　→封筒の裏に『受験申込書請求』と『職種』を朱書きし、
120円切手を貼った宛先明記の返信用封筒角２号（Ａ
４判）を同封して送付してください。

サ
ン
コ
ー
ポ・コ
ー
ポ
さ
く
ら
入
居
者
募
集

【
サ
ン
コ
ー
ポ
】

　
●
賃
貸
内
容

　
　
標
準
世
帯
用
１
戸

　
　
間
取
り
　
３
Ｄ
Ｋ

　
　
家
　
賃
（
月
額
）
３
４
、
５
０
０
円

　
　
駐
車
場
（
月
額
）
１
区
画
２
、
０
０
０
円

【
コ
ー
ポ
さ
く
ら
】

　
●
賃
貸
内
容

　
　
標
準
世
帯
用
２
戸

　
　
間
取
り
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
家
　
賃
（
月
額
）
４
０
、
０
０
０
円

　
　
駐
車
場
（
月
額
）
１
区
画
３
、
０
０
０
円

●
募
集
期
間
　
２
月
19
日
㈫
〜
３
月
４
日
㈪

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
は
除
く
）

※

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

■問
建
設
課
管
理
住
宅
係
　
☎（
82
）１
０
１
４
　
有
線
０
６
０
５

【
新
小
林
町
営
住
宅
】
（
オ
ー
ル
電
化
住
宅
）

（
住
所
：
小
林
２
６
９
番
地
・
小
林
48
番
地
）

●
賃
貸
内
容

　（
３-

Ａ
号
室
、
３-

Ｂ
号
室
、
３-

Ｃ
号
室
、
３-

Ｄ
号
室
）

　
•
間
取
り
　
３
Ｄ
Ｋ

　
•
家
賃
（
月
額
）
２
２
、
６
０
０
円
〜
５
９
、
８
０
０
円

　（
４-

Ａ
号
室
、
４-

Ｂ
号
室
、
４-

Ｃ
号
室
、
４-

Ｄ
号
室
）

　
•
間
取
り
　
２
Ｄ
Ｋ

　
•
家
賃
（
月
額
）
２
０
、
０
０
０
円
〜
５
３
、
０
０
０
円

　※

家
賃
は
所
得
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
　
２
月
19
日
㈫
〜
３
月
４
日
㈪

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　（
土
・
日
は
除
く
）

■問
建
設
課
管
理
住
宅
係
　
☎（
82
）１
０
１
４
　
有
線
０
６
０
５

３DK間取り２DK間取り

Parvin Mst Sonia
（パールビン  エムエスチイ  ソニア）

地域おこし協力隊
（平成31年1月11日付）

急 

募
　〔
正
職
員
〕看
護
師

　〔
嘱
託
職
員
〕保
育
士
・
矢
掛
寮
看
護
師
・
介
護

　
　
　
　
　
　
福
祉
士
・
調
理
員
・
准
看
護
師

　〔
臨
時
職
員
〕事
務
員

　
ご
家
族
、
ご
友
人
の
皆
さ
ん
へ
お
声
掛
け
く
だ

さ
い
！

4平成31年２月号



矢
掛
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

　
１
月
18
～
19
日
の
２
日
間
、
東
京
・
新

橋
の
と
っ
と
り
・
お
か
や
ま
新
橋
館
（
岡

山
県
と
鳥
取
県
の
共
同
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
）
で
「
第
３
回
矢
掛
町
ブ
ラ
ン
ド
・
移

住
・
観
光
Ｐ
Ｒ
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
矢
掛
町
で
は
、
平
成
27
年
度
を
「
観
光

元
年
」
と
し
て
観
光
分
野
に
力
を
入
れ
た

施
策
を
次
々
と
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

人
口
増
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
移

住
・
定
住
・
創
業
支
援
を
充
実
。
さ
ら
に

農
業
振
興
や
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
も

取
り
組
み
、
矢
掛
町
ら
し
い
逸
品
が
全
国

に
向
け
て
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
首
都
圏
を
中
心
と
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
か
ら
、

「
岡
山
県
矢
掛
町
」を
知
っ
て
も
ら
い
、
足

を
延
ば
し
て
も
ら
お
う
と
３
年
前
か
ら
開

催
し
て
い
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
。

　
今
回
は
、
矢
掛
町
ブ
ラ
ン
ド
認
定
を
受

け
た
３
事
業
者
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
３

人
が
参
加
し
、
ブ
ラ
ン
ド
品
の
販
売
や
試

食
を
行
い
、
矢
掛
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

「
岡
山
県
・
矢
掛
町
」を
知
っ
て
も
ら
う

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
矢
掛
観
光
親
善

大
使
の
歌
手 

奈
月
れ
い
さ
ん
が
登
場
し
、

矢
掛
町
を
想
い
唄
っ
た
「
美
山
川
」
を
熱

唱
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
30
年
７
月
豪

雨
で
被
災
し
た
矢
掛
町
に
対
し
て
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
募
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
場
し
た
お
客
さ
ん
た
ち
は
、
ブ
ラ
ン

ド
認
定
事
業
者
の
説
明
に
耳
を
傾
け
た
り
、

や
か
っ
ぴ
ー
投
扇
興
に
挑
戦
す
る
な
ど
思

い
思
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、

平
成
30
年
７
月
豪
雨
の
被
害
状
況
を
ま
と

め
た
パ
ネ
ル
も
展
示
さ
れ
、
足
を
止
め
て

熱
心
に
見
入
る
お
客
さ
ん
も
い
ま
し
た
。

　
2
日
間
で
約
８
０
０
人
の
来
場
者
が
詰

め
か
け
矢
掛
町
の
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
一
方
で
、東
京
在
住
の
人
た
ち
に
と
っ

て
、「
岡
山
県
」、
さ
ら
に

は
「
矢
掛
町
」
の
認
知
度

は
低
く
、
ま
だ
ま
だ
Ｐ
Ｒ

の
必
要
が
あ
る
こ
と
を
実

感
。
矢
掛
町
の
挑
戦
は
続

き
ま
す
。

第
３
回

矢
掛
町
ブ
ラ
ン
ド
・

移
住
・
観
光
Ｐ
Ｒ
フ
ェ
ア

と
っ
と
り
・
お
か
や
ま
新
橋
館

5 平成31年２月号



↑山田・川面・中川地区の皆さん

　
１
月
13
日
、
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー
で

平
成
31
年
矢
掛
町
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
の
新
成
人
は
、
矢
掛
町
で
は
１
２

１
人
（
男
性
58
人
、
女
性
63
人
）
で
平
成

10
年
４
月
２
日
〜
平
成
11
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
式
典
で
は
、「
若
い
知
性
と
パ
ワ
ー
を
い

か
ん
な
く
発
揮
し
、
矢
掛
町
を
愛
し
、
矢

掛
町
に
住
み
、
矢
掛
町
の
更
な
る
飛
躍
に

尽
力
し
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
前
矢
掛
中
学
校 

小
野
繁

美
先
生
、
前
小
北
中
学
校 

藤
井
学
先
生
が

恩
師
励
ま
し
の
言
葉
を
述
べ
、
新
成
人
た

ち
は
懐
か
し
い
恩
師
の
言
葉
を
胸
に
刻
み

ま
し
た
。

　
片
山
将
也
さ
ん
と
妹
尾
典
佳
さ
ん
が「
矢

掛
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
誇
り
、
成
人
と
し

て
の
決
意
を
心
に
刻
み
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
歩
み
た
い
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、

新
成
人
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

　
式
典
後
に
は
、農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
同
窓
会
が
開
か
れ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な

ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
片
手
に
写
真
撮
影
す
る
な
ど

し
て
、
同
級
生
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

↑矢掛・美川・三谷・小田地区の皆さん

平
成
31
年

― 
人
生
の
節
目
、
誓
い
新
た
に
第
一
歩 

―

矢
掛
町
成
人
式

洲 脇 貴 章 片 山 将 也 佐 藤 有 捺　小 野 砂 輝渡 辺 晴 恕　　　高 尾 竜 史 木 口 凌 輔

新成人の抱負
新成人の皆さんに
将来の抱負をお聞
きしました！

原 田 菜 穂　 佐藤 真優香時 松 　 歩　 土 岐 佳 穂



↑山田・川面・中川地区の皆さん

　
１
月
13
日
、
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー
で

平
成
31
年
矢
掛
町
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
の
新
成
人
は
、
矢
掛
町
で
は
１
２

１
人
（
男
性
58
人
、
女
性
63
人
）
で
平
成

10
年
４
月
２
日
〜
平
成
11
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
式
典
で
は
、「
若
い
知
性
と
パ
ワ
ー
を
い

か
ん
な
く
発
揮
し
、
矢
掛
町
を
愛
し
、
矢

掛
町
に
住
み
、
矢
掛
町
の
更
な
る
飛
躍
に

尽
力
し
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
前
矢
掛
中
学
校 

小
野
繁

美
先
生
、
前
小
北
中
学
校 

藤
井
学
先
生
が

恩
師
励
ま
し
の
言
葉
を
述
べ
、
新
成
人
た

ち
は
懐
か
し
い
恩
師
の
言
葉
を
胸
に
刻
み

ま
し
た
。

　
片
山
将
也
さ
ん
と
妹
尾
典
佳
さ
ん
が「
矢

掛
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
誇
り
、
成
人
と
し

て
の
決
意
を
心
に
刻
み
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
歩
み
た
い
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、

新
成
人
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

　
式
典
後
に
は
、農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
同
窓
会
が
開
か
れ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な

ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
片
手
に
写
真
撮
影
す
る
な
ど

し
て
、
同
級
生
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

↑矢掛・美川・三谷・小田地区の皆さん

平
成
31
年

― 

人
生
の
節
目
、
誓
い
新
た
に
第
一
歩 

―

矢
掛
町
成
人
式

洲 脇 貴 章 片 山 将 也 佐 藤 有 捺　小 野 砂 輝渡 辺 晴 恕　　　高 尾 竜 史 木 口 凌 輔

新成人の抱負
新成人の皆さんに
将来の抱負をお聞
きしました！

原 田 菜 穂　 佐藤 真優香時 松 　 歩　 土 岐 佳 穂



３月の健康カレンダー

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

受付：午後 0 時30分～1時
開催：午後 1 時～  6日㈬ １歳６か月児健康診査

受付：午前 9時～10時 30分
開催：午前 9時～

14日㈭

20日㈬

受付：午前 9時20分～9 時30分
開催：午前 9時 30分～

すこやか育児学級
対象：4～6か月児

22日㈮ 開催：午前 9時～午後 1 時

26日㈫

育児相談

受付：午前 9 時30分～午後 0 時30分
　　　午後 1時 30分～3時 30分 定期献血

栄養改善教室

と　　　き 内　　　容

休日当番医

  3日㈰
10日㈰
17日㈰

※事前に連絡をしてから受診してください。

24日㈰ ☎(82)１０５０小　塚　医　院
31日㈰ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院

☎(82)０３０８鳥　越　病　院
21日㈭/㈷ ☎(84)０００１あゆみクリニック

☎(82)１３２１水川内科医院
☎(82)１３２６矢　掛　病　院

と　　き 病　　　院　　　名

　
岡
山
県
議
会
議
員
選
挙
が
、
３
月
29
日
㈮
に
告
示
と
な
り
ま
す
。
矢
掛
町
は
井
原
市
と
併
せ

て
「
井
原
市
・
小
田
郡
選
挙
区
」
で
、
選
出
す
る
議
員
の
定
数
は
２
人
で
す
。

●
投 

票 
日
　
４
月
７
日
㈰

●
投
票
時
間
　
午
前
７
時
〜
午
後
６
時

●
期
日
前
投
票

　
と
　
き
　
３
月
30
日
㈯
〜
４
月
６
日
㈯

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

　
と
こ
ろ
　
役
場
３
階
大
会
議
室

【
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
】

　
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
投
票
所
ま
で
投
票
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
郵
便

に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
事
前
に
郵
便
等
投
票
証
明

書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
対
象
と
な
る
方
の
範
囲
や
手
続
き
方
法
等
、
詳

細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
選
挙
管
理
委
員
会
　
☎（
82
）１
１
１
９
　
有
線
０
６
０
１

４
月
７
日
は
岡
山
県
議
会
議
員
選
挙

●
内
　容

　
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
運
営
す
る
団
体
の
活
動
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
事
業
実
施

に
伴
う
、
貸
切
バ
ス
等
の
経
費
を
補
助
。

●
対
　象
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
登
録
の
あ
る
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
運
営
す
る
団

体
●
補
助
金
額
　
参
加
者
一
人
に
つ
き
２
千
円
の
単
価
に
参
加
者
の
総
数
を
乗
じ
て
算
出
し
た
額

と
実
際
の
経
費
を
比
較
し
て
低
い
方
の
額
。

　※

年
度
ご
と
、
１
団
体
１
回
ま
で
の
補
助
に
な
り
ま
す
。

●
手
続
き
方
法

　
事
業
実
施
前
に
事
業
計
画
書
・
収
支
予
算
書
・
参
加
予
定
者
名
簿
を
添
付
し
、
保
健
福
祉
課

へ
申
請
。

　※

補
助
の
決
定
に
は
日
数
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
間 

３
月
１
日
㈮
〜
９
月
30
日
㈪

■問
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

２
０
２
０
年
度
ま
で
の
限
定
事
業

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
活
性
化
補
助
事
業

Information
まちからの

お知らせ

8平成31年２月号

＊ 勤務校：矢掛中学校
＊ 出身地：アメリカ合衆国　カリ
フォルニア州　サンタクララ
＊ 好きな食べ物は何ですか？：
パスタ、焼きそば、キムチシ
チュー、桃です。
＊ 趣味は何ですか？：新しい食
べ物に挑戦すること・夫のジ
ェームズと一緒に音楽を演奏
すること（私がピアノを弾き、
夫がギターを弾きます）・ハイ
キング・読書。

＊専攻は何ですか？：生物学と環境学。
＊ 矢掛町で何をしたいですか？：夏にホタルを見るこ
とと、11月の大名行列に行くことが本当に楽しみで
待ちきれません！（夫のジェームズは、いつか大名
行列に参加できたらいいなと思っています。）地元の
食べ物、特に黒いうどんとゆべしに挑戦することも
楽しみです。
＊矢掛町の皆さんへのメッセージ：私たちを矢掛町へ
迎え入れてくださり、ありがとうございます！矢掛
町の皆さんともっと知り合いになりたいです。また、
矢掛中学校の生徒や先生方と仲良くなりたいです。

マンキ・ウォン
（Manki  Wong）
（愛称　メンキ）



保健福祉課福祉推進係
　 ☎（82）1013　 有線　0532
問

高齢者福祉に関する各種サービスのお知らせ
　矢掛町では、在宅で生活されている高齢者の皆さんが利用できる福祉サービスがあります。  
　これらのサービスを受けるためには申請のうえ、審査が必要となります。サービスによって対象者条件が
異なりますので、詳しくはお問い合わせください。

緊急時に援助を必要とする高齢者および身体障害者を対象に緊急通報装置を貸与しています。
何かあった時にはボタンを押すだけで見守りセンターにつながり、相談や助けを呼ぶことができます。
また、急病や災害発生時等、緊急時には必要に応じて救急車の出動要請を行います。

※平成31年度分の申請を3月1日㈮より保健福祉課で受付します。

緊急通報端末・ペンダントを貸し出し。
電話回線を使用。 65歳以上の１人暮らし

600円のサロン用タクシー
券月1枚発行
乗り合わせに限る

月額900円

手帳と認印を持参し、
保健福祉課で申請

初期設置費用 2,500円
月額900円

認印を持参し、
保健福祉課で申請

負担金なし。
※ただし、光回線等の常時接
続回線が必要

代表者の認印を持参し、
保健福祉課で申請

緊急通報端末・ペンダント・見守りセンサーを
貸し出し。センサーが異常を感知し、自動的に
コールセンターに通報。
電話回線を使用。

単独移動が困難で、町内に住所を有する
•町県民税非課税の65歳以上のみの世帯
※身体状況などをもとに町が認定

•65歳以上の1人暮らし
•85歳以上のみの世帯
•身体障害者手帳1級を
持つ1人暮らし

600円のタクシー券
月4枚発行

上記サービス内容に加え、ご家族による生活情
報の閲覧が可能。
インターネット回線を使用。

矢掛町社会福祉協議会に登録のある、ふれあ
いいきいきサロンを運営する団体

調理困難な高齢者等に対し、希望する曜日にお弁当を配達します。 
週に4食までは町が1食220円を負担し、4食を超える場合は、
全額自己負担になります。 
●対象者
•町県民税非課税の調理困難な65歳以上のみ世帯、または障害者のみの世帯 
※おかずのみも頼むことができます。 
※治療食（減塩・腎臓病・糖尿病食）にも変更できます。

高齢者等見守りシステム

福祉タクシー

配食サービス

サービス名

緊急通報装置

•身体障害者手帳1・2級所持者
•療育手帳A所持者障害者の部

安心・安全
あったか
システム①

高齢者の部

団　　体

安心・安全
あったか
システム②

賃与品・使用回線・サービス内容等 対 象 者 負担費用

区　　分 対　　　象　　　者 発 行 枚 数 申　　　請
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　町職員の給与などは、町議会の審議を通じて議決しています。
　町民の皆さんに、より一層のご理解をいただくため、現在の状況を公表します。

　■問 総務企画課人事給与係　☎（82）1010　有線 0522

矢掛町職員の給与等の状況

千円

千円 千円 千円 千円

千円

千円

⑤扶養手当
　 配偶者、子などの区分により、扶養親族１人につき6,500～10,000円。
⑥住居手当
　自ら居住するための借家。区分により 27,000 円まで。
⑦通勤手当
　 公共交通機関利用者は55,000円まで実費支給。自動車等利用者
（片道2 ㎞以上通勤者）は距離区分により4,400～16,800円。

 4  職員の初任給の状況（平成30年 4月 1日現在）

区　　分 一　般　行　政　職
大　学　卒 高　校　卒

初　任　給 180,700円 153,000円
2年経過時 192,400円 162,900円

 5  特別職の給料・報酬等の状況（平成30年 4月 1日現在）
区  分 給 料 月 額 区  分 報 酬 月 額
町　長 790千円 議　長 332千円
副町長 650千円 副議長 270千円
教育長 595千円 議　員 250千円

期末手当   6月期 2.125月分
12月期 2.325月分 期末手当   6月期 1.575月分

12月期 1.775月分

 6  部門別職員数の状況（各年4月 1日現在）

区　　　分 職員数（人） 対前年
増減数平成30年 平成29年

一般行政部門

議　　会 2 2 0
総　　務 30 29 1
税　　務 7 6 1
農林水産 13 13 0
商　　工 7 6 1
土　　木 11 10 1
民　　生 16 17 ▲ 1
衛　　生 6 6 0
小　計 92 89 3

特別行政部門 教　　育 14 13 1
小　計 14 13 1

公営企業等
会計部門

病　　院 80 82 ▲ 2
水　　道 6 6 0
下 水 道 4 5 ▲ 1
そ の 他 21 20 1
小　計 111 113 ▲ 2

合　　　計 217 215 2
㊟ 職員数は一般職に属する職員数で、地方公務員の身分を保有する休職
者・派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を含まない。

 1  総括（普通会計決算）平成29年度
①人件費の状況
住民基本
台帳人口 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率

（B/A）

14,384 人
（平成30年3月末） 9,058,884 841,359 9.3％

㊟人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。

②職員給与費の状況
職員数
（A）

給　　与　　費
計（B） 一人当たりの

給与費（B/A）給　 料 職員手当 期末・勤勉手当

102人 330,320  43,117 137,817 511,254 　　　  5,012

㊟ 職員手当には退職手当を含まない。給与費は決算に計上された額。

 2  一般行政職の級別職員数の状況（平成30年 4月 1日現在）
区　分 １級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 計
標準的な
職務内容

主事補
主　事 主 事 主 査 係 長 主 幹 課 長

代 理 課 長 －

職員数（人） 26 21 11 12 15 7 9 101
構成比 25.7% 20.8% 10.9% 11.9% 14.9% 6.9% 8.9% 100%
㊟ 矢掛町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。「標準的な職
務内容」とは、それぞれの級に該当する代表的な職務。

 3  職員手当の状況
①期末・勤勉手当（平成30年度）

区　分 6月期 12月期 計
期末手当 1.225月分 1.375月分 2.6月分
勤勉手当 0.90月分 0.95月分 1.85月分

②退職手当（平成30年度）
区　分 勤続 20年 勤続 30年 勤続 35年 勤続 40年
自己都合 19.6695月分 34.7355月分 39.7575月分 44.7795月分
勧奨・定年 24.586875月分 40.80375月分 47.709月分 47.709月分

③特殊勤務手当（普通会計決算）
区　　　　分 平成 29年度

職員全体に占める手当支給職員の割合 7.8％
支給対象職員１人当たり平均支給年額 19,375 円

手当の種類（手当数） ７
主な支給対象業務 救護施設業務、汚物等の収集処理業務

④時間外勤務手当（普通会計決算）
支給総額（平成 29年度） 9,175千円
職員１人当たり支給年額 　120千円
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　一部事務組合とは、地方自治法に基づき地方公共団体が事務を共同して処理するために設立し
た組合です。次の５組合の平成29年度決算について報告します。

平成29年度  一部事務組合決算報告

 岡山県笠岡市・矢掛町中学校組合
岡山県笠岡市・矢掛町中学校組合立小北中学校の管理・運営を行っている組合です。
•所 在 地　笠岡市甲弩 1810-3
•構成団体　笠岡市・矢掛町
　歳　入：4,309 万 5千円
　歳　出：4,222 万 4千円

 岡山県西部衛生施設組合　し尿、粗大ごみ、資源ごみの処理および斎場の管理・運営を行っている組合です。
•所在地　笠岡市平成町105　•構成団体　笠岡市・井原市・浅口市・矢掛町・里庄町
　歳入：7億 7,054 万 1千円　　歳出：7億 4,045 万 5千円

市 町 名
し尿処理実績（kl） 不燃物・粗大ごみ処理実績（ｔ） 資源ごみ処理実績（ｔ） 火葬執行件数（件）
29年度 前年度比 29年度 前年度比 29年度 前年度比 29年度 前年度比

笠  岡  市 22,191    ▲ 255    876     　9    648   ▲ 7 706 ▲ 28
井  原  市 23,222    ▲ 546    338   　　1    283   　0 611 ▲ 14
浅  口  市 13,571    ▲ 743    333    ▲ 2    380   ▲ 3 319 　13
矢  掛  町 -※ -    157   ▲ 64    216   　 3 220 ▲ 13
里  庄  町   4,775    　122    177    ▲ 4      92 　 21 106 ▲ 18

計 63,759 ▲ 1,422 1,881   ▲ 60 1,619 　 14 2,040
（管外78含む）

　18
（管外 10含む）

※矢掛町は平成 24年度からし尿処理を町独自で行っているため、同組合には委託していません。

 岡山県井原地区清掃施設組合
可燃ごみ焼却場の管理・運営を行っている組合です。
•所 在 地　井原市木之子町2192-1
•構成団体　井原市・矢掛町
　歳　入：4億 1,045 万円
　歳　出：3億 9,247 万 9千円

市 町 名
可燃ごみ処理実績（ｔ）

29年度 前年度比
井  原  市  9,728 　 358
矢  掛  町  2,642 ▲ 293
計 12,370 　　65

市 町 名
生　徒　数（人）

29年度 前年度比
笠  岡  市   71 ▲ 4
矢  掛  町   45 　 2
計 116 ▲ 2

 井笠地区農業共済事務組合
農作物（水稲・麦）共済や家畜（牛・豚・馬）共済などの
農業共済事業に関する事務を行っている組合です。
•所在地　矢掛町矢掛 2979-1　•構成団体　笠岡市・井原市・浅口市・矢掛町・里庄町
　歳入：3億 9309万 5千円　　歳出：3億 9242万 1千円

市 町 名
農作物共済（アール） 家畜共済（頭） 果樹共済（アール） 畑作物共済（アール） 園芸施設共済（棟）
29年度 前年度比較 29年度 前年度比較 29年度 前年度比較 29年度 前年度比較 29年度 前年度比較

笠  岡  市 21,767 ▲ 256 8,506 1,304 12   　12 48 ▲ 29 37   ▲ 6
井  原  市 46,010 ▲ 2,448    919 ▲ 92 2,396 ▲ 149 17 ▲ 26 163   ▲ 7
浅  口  市 18,027 987    179 0 30 　　  0 0 0 8      0
矢  掛  町 50,192 873 3,383 2,606 51 　　25 543 210 18      2
里  庄  町   1,020 ▲ 6    186 ▲ 11 0   　   0 30 30 6      0
計 137,016 　▲ 850 13,173 3,807 2,489 ▲ 112 638 185 232 ▲ 11

 井原地区消防組合
火災予防活動、消火活動、救急活動を行っている組合です。
•所 在 地　井原市七日市町3216
•構成団体　井原市・矢掛町
　歳　入：13億 8,354 万 7千円
　歳　出：13億 2,097 万 2千円

市 町 名
火災出動状況（件） 救急出動状況（件）

区 分 29年度（前年度比） 29年度（前年度比）

井  原  市

建　物 　  10（2）

2,027（▲ 20）
林　野 　　　2（▲ 3）
車　両 　　　2（2）
その他 　  11（▲ 5）
計 　  25（▲ 4）

矢  掛  町

建　物 　　　1（▲ 5）

     795（86）
林　野 　　　0（▲ 3）
車　両 　　　3（3）
その他 　　　5（5）
計 　　　9（-）

総　　　　計 　  34（▲ 4） 2,822（66）　　
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中川小学校、学び舎での授業が再開
　１月８日、昨年の豪雨災害により浸水被害を受け
た中川小学校で３学期の始業式が行われました。
　昨年末に校舎の復旧工事が終わり、児童たちは通
い慣れた校舎で新学期のスタートを切りました。
　体育館の復旧工事は、２月末に完了予定のため始
業式は図書室で行われ、小田真一校長が「多くの皆
さんの協力があってこの校舎に戻って来られまし
た。感謝の気持ちを忘れず、良い思い出を作ってく
ださい。」と挨拶。
　児童たちは、新たな気持ちで学び舎での仲間との
生活をはじめていました。

まちのわだい

　１月20日、農村環境改善センターで「男女共同
参画セミナー」が開催されました。講師に国立女性
教育会館事業課専門職員の丹羽麻子氏をお迎えし
「男女共同参画の視点から地域防災を考える」と題
して講演しました。
　丹羽さんは、東日本大震災時に福島県で避難所の
女性のケア等を経験し、そこから防災に関する政策
や方針を決定する際には女性の参画が必要と指摘。
防災を担う女性リーダーを育成し、活躍できる場を
整えるべきと話しました。
　災害を経験した今だからこそ考えることができ
る内容に約140人の来場者は耳を傾けました。

男女共同参画の視点で、防災を井原線開業20周年、感謝デー開催

↑自身の経験から、地域防災について話す丹羽氏。

↑晴天の下、多くの来場者が詰めかけました。

青空市キラリがリニューアルオープン
　１月20日、昨年の豪雨災害により浸水被害を受
けた農産物直売所「矢掛宿場の青空市きらり」がリ
ニューアルオープンしました。
　式典では、JA倉敷かさやの三木恭次代表理事組
合長が「復旧・復興に向け「がんばろう矢掛」をス
ローガンに取り組んできた。多くの関係者のおかげ
でこの日を迎えられた。」と挨拶。テープカットの後、
開店と同時に大勢の客が詰めかけ、地元産の野菜等
を買い物かごに入れていました。
　同直売所は、８月上旬に一部復旧し営業を再開。
売り場面積を約1.3倍に拡大しリニューアルオープ
ンしました。

↑始業式で、小田校長の話を聞く児童ら。
↑リニューアルオープンを待ちわびた客でにぎわいました。

　１月13日、井原線の開業20周年を記念して「井
原線感謝デー」が開催されました。
　沿線で多彩なイベントが展開され、家族連れらが
一日限定の乗り放題切符などを使って乗車し、主要
駅を巡るスタンプラリーなどを楽しみました。これ
は、井原鉄道株式会社が井原線振興対策協議会との
共催により、節目を祝うとともに、平成30年７月
豪雨からの沿線地域の復興を願って企画したもの。
　矢掛駅前広場でも、餅つきや出店等があり、井原
線利用者ら多くの来場者でにぎわいました。
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文化財の火災被害防げ

復興に向け、多大なご支援に感謝

平成30年７月豪雨災害

　１月26日の、文化財防火デーにあわせて23日、
観照寺（横谷）で消火訓練が実施されました。
　この日は町指定重要文化財の木造大日如来像が安
置されている本堂付近から火災が発生し、延焼の恐
れがあるとの想定で訓練を実施。
　井原消防署矢掛出張所の隊員がスピーディーかつ
適確な連携で訓練を行いました。
　文化財防火デーは、昭和24年１月26日に、法
隆寺の金堂が炎上したこと等を受け、文化財を守る
とともに、文化財愛護に関する意識の高揚を図るた
めに実施されているものです。

　平成30年７月豪雨災害からの復興に向けて多く
の皆様からご支援ご協力をいただいております。
　２月１日、国際ソロプチミストアメリカ日本西リ
ジョン（ガバナー・小林孝）から150万円の災害
支援金の贈呈がありました。
　この日、国際ソロプチミスト井原の藤原俶子会長
らが山野町長と嶋山教育長に目録を贈呈。この支援
金は、被災した中川小学校、中川保育園の支援に充
てられる予定です。

再犯防止へ、更生保護活動の拠点

寒さに負けず、たこ揚げ大会を開催

↑たこを手に駆けまわる児童ら。

↑玄関横に標示板を掲げる関係者ら。

↑有事さながらに放水訓練を行う署員。

　1月 24日、井原市と矢掛町の保護司たちの活動
拠点となる「井原地区更生保護サポートセンター」
が井原市労働福祉会館内（井原市七日市町）に開所
しました。
　保護観察を受ける人たちの社会復帰を支えるた
め、保護司や関係機関で情報を共有するための拠点
として、井原地区保護司会が火～金曜日の午後１時
～５時まで開所します。
　井笠地域では、笠岡、浅口、里庄を担う笠岡地区
のセンターに次ぐ開所で、県内では11か所目とな
ります。
※保護司…法務大臣から委嘱を受けた非常勤の一
般職国家公務員（非常勤国家公務員、無給）で、犯
罪や非行に陥った人の更生を任務とする。

　１月10日、小田小学校で恒例の「新春たこ揚げ
大会」が開催されました。
　１～６年生と保護者、住民ら約 180人が参加。
学年対抗と地区対抗で競い、冬休み中に作成した手
作りたこを手に運動場を駆けまわりました。児童た
ちは風を受け、たこがぐんぐん上昇すると歓声を上
げて盛り上がりました。
　この大会は小田公民館と同小が毎年開催してお
り、今回で38回目となる伝統行事で、子どもたち
だけでなく、保護者や地域住民がともに楽しんでい
ました。
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Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

常設展示室　　　　　収蔵品展　冬を愉
た の

しむ　会期 /〜2月24日（日）
　　　　　収蔵品展　季節のうつろいを感じて
　　　　　　　　　　　　　　　会期 /３月１日（金）〜５月12日（日）

〈 樹 林 〉　佐藤一章
　1959年

町民ギャラリー ＊入場無料　　　　　　　

◆ 美術館講座作品展　 書　道　　　　　　　　　　2 月 19 日（火）〜 24 日（日）
　　　　　　　　　　　日本画・短歌　　　　　　　2 月 26 日（火）〜 3 月   3 日（日）
　　　　　　　　　　　ちぎり絵・俳句Ｂ　　　　　3 月   5 日（火）〜 3 月 10 日（日）
　　　　　　　　　　　フラワーアレンジメント　　3 月 16 日（土）・17 日（日）

みんな集まれ！

　
■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　町内在住で図書館の利用者でもある古城敏雄さん自作のCD「矢掛かぞえ唄」が話題に
なっています。古城さんは以前NHKの番組「あなたのメロディ」に曲を応募し、採用さ
れたという経験をお持ちです。図書館ではこのCDの他にも版画集「ひなたのゲタ」も所
蔵していますので合わせてご覧ください。

カウンターからの情景

固い絆で結ばれた少年少女たちは20年を経て同じ
夢に向かった…。沖縄を舞台にして３人の若者の成
長を描いた第160回直木賞受賞作品。

「宝 島」　　　　　真藤　順丈／著　講談社
乳ガンを患った妻を元気づけようと夫の“愛”が大
暴走…。岡山の商店街が舞台の心あたたまる家族小
説。

「トッピング」
　　　川上　健一／著　集英社

図書館のイベント

おはなしらんど＆おりがみ教室
◆と　き　２月23日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　矢掛町立図書館　幼児コーナー
◆内　容　えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵本の読み聞かせやエプロンシアター、おりがみ教室など

朝一落語スペシャル
◆と　き　3月2日㈯　午後1時30分〜
◆ところ　やかげ文化センター　リハーサル室
◆内　容　�車

くるま

家
や

化
か っ こ

狐。さん達による楽しい落語。

えいごであそぼう
◆と　き　3月 9日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　やかげ文化センター　リハーサル室
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲームなど
※�先生の都合により日時が変更になる場合があります。

日時、内容等は図書館へお問い合わせください。

は休館日

25

日

4 5 6 87
1

9
2

10
3

11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23

26 27 28 29 30

火水木金

24
31

月

2月の休館日
　18日（月）・25日（月）

土
3月の図書館カレンダー

おすすめの1冊

＊2019年度　美術館講座受講生 募集中です！　募集期限 3 月10日㈰まで

こどもワークショップ『おひなさまのフラワーアートをつくろう！』
きれいな春のお花を使って「おひなさま」をテーマにステキなフラワーアート
をつくります。

と き　3 月 2 日（土）10：00 ～ 11：30　ところ　美術館 研修室
［講師］川田順風先生（小原流）［参加費］１人　1,000円
［対象］小学生以上（定員20名）＊大人の方の参加も可
参加ご希望の方は、事前に美術館へお電話でお申し込みください。
やかげ郷土美術館　☎（82）2110
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読者のひろば
みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられ
たおたより
などでつくるページです。

 おお の  こ   の   か

大野心乃華ちゃん（横谷）
（H30年 2 月10 日生まれ）
いつもこのちゃんの笑顔に癒
されてるよ♡

      あかざわ　　かい

赤澤　快くん（矢掛）
（H30年 2 月13 日生まれ）

元気にすくすく育ってね！

    おかもと  し おん

岡本汐音ちゃん（横谷）
（H30年 2 月19日生まれ）
お姉ちゃんたちといつまでも
仲良くいてね☆

 ひら い  あかり

平井陽莉ちゃん（西川面）
（H30年 2 月4 日生まれ）
いつも笑顔で元気いっぱい
育ってね♡

       た なかとう ま

田中斗真くん（矢掛）
（H30年 2 月4 日生まれ）
大好きなお姉ちゃんといっぱ
い遊ぼうね

    せのお  な   な

妹尾菜那ちゃん（南山田）
（H30年 2 月20日生まれ）
我が家の、活発で明るい菜那です。これか
らも、元気いっぱい育ってね。大好きだよ。

我が家のアイドル我が家のアイドル
Happy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st Birthday

和
装
な
る
婦
人
の
衿
の
美
し
さ
す
れ
違
ふ
と

き
白
檀
か
を
る�

石
川
　
智
子

首
を
も
た
げ
パ
タ
パ
タ
手
足
を
つ
つ
ぱ
れ
ば

這
ふ
も
間
近
と
期
待
ふ
く
ら
む�

坂
川
須
磨
子

騒ざ
わ

め
き
に
出
で
来
て
見
れ
ば
鎌
首
を
も
た
げ

く
ち
な
は
が
我
に
対む

か
へ
り�

谷
口
　
節
子

夕
暮
れ
の
速
さ
に
今
日
も
負
け
ま
い
と
わ
が

愛
犬
の
首
輪
引
き
寄
す�

団
迫
　
慶
子

友
と
ふ
た
り
白
詰
草
で
首
飾
り
編
ん
だ
あ
の

頃
懐
か
し
き
か
な�

鳥
越
　
信
子

飼
ひ
犬
が
首
を
傾か

し

げ
て
わ
が
話
じ
つ
と
聞
く

を
見
れ
ば
わ
か
り
し
と
思
ふ�

杉
本
　
清
子

我
は
今
ふ
く
よ
か
な
人
羨と

も

し
か
り
細
身
の
首

に
老
い
は
か
く
せ
ず�

杉
本
萬
壽
子

す
枯
れ
た
る
花
や
落
葉
を
か
き
集
め
燃
や
す

煙
が
空
に
ぞ
吸
は
る�

峰
山
　
祥
子

早
々
と
山
の
む
か
う
に
日
は
落
つ
る
街
住
み

の
子
等
よ
元
気
で
ゐ
る
か�

谷
許
　
靖
子

「
素
敵
だ
よ
普
段
に
も
使
つ
て
」
と
首
飾
り
を

寡
黙
な
孫
が
買
う
て
く
れ
た
り�

古
城
　
　
操

九
十
年
も
頭か

う
べ
を
支
え
て
く
れ
し
頸
を
今
宵
湯

船
に
い
と
ほ
し
と
揉
む�

浅
田
　
英
子

朱
の
被
布
で
正
装
し
た
る
子
訪
ひ
く
れ
て
し

ば
し
花
や
ぐ
老
人
ホ
ー
ム�

毛
利
　
英
子

風
が
ふ
と
首
す
ぢ
ぬ
け
し
気
配
あ
り
父
の
み

霊た
ま

か
母
か
も
知
れ
ぬ�

今
井
　
京
子

戯ざ
れ

歌う
た

も
首
切
れ
歌
も
つ
く
れ
な
い
日
の
来
る

こ
と
を
時
に
思
ふ
も�

選
　
者
　
詠

落
葉
焚
く
風
の
動
き
を
確
か
め
て 

渡
邉
　
倫
子

光
り
つ
ゝ
ひ
と
ひ
ら
づ
つ
の
落
葉
か
な 

高
月
　
凱
美

枯
山
の
起
伏
を
走
る
雲
の
影 

田
中
　
敏
子

早
梅
や
夕
べ
の
風
に
身
を
ま
か
せ 

浅
野
　
広
海

病
室
に
ひ
と
り
木
枯
見
て
を
り
ぬ 

江
尻
　
容
子

畑
に
鎌
忘
れ
し
ま
ま
や
寒
の
梅 

江
尻
　
千
歳

父
に
似
し
人
に
会
ひ
た
る
冬
漁
港 

黒
瀬
美
智
子

青
鷺
の
と
び
翔
つ
田
溝
厚
氷 

斎
藤
千
鶴
子

山
茶
花
の
落
花
地
に
敷
く
雨
の
中 

井
上
　
博
子

木
枯
や
橋
下
に
舫
ふ
舟
空
ろ 

柏
原
　
茂
子

青
空
に
夢
を
描
く
や
枯
木
立 

選
　
者
　
吟

灯
台
の
吊
る
し
梯
子
や
野
水
仙 

岡
本
　
瑞
江

谷
渡
る
風
の
ひ
び
き
ぞ
寒
に
入
る 

鹿
嶋
　
克
実

初
鏡
目
尻
の
皺
は
親
ゆ
づ
り 

池
野
　
峯
子

湯
気
立
つ
や
七
草
粥
の
底
嬉
し 

中
田
　
千
穂

良
寛
の
海
か
な
恵
方
指
し
た
る
は 

片
岡
　
朋
子

投
げ
込
み
て
素
灰
と
な
り
ぬ
吉
書
揚 

黒
井
　
琴
恵

寒
く
て
も
寒
く
な
く
て
も
寒
の
入
り 

坪
井
　
篤
子

ご
ろ
ご
ろ
と
無
精
に
す
ぎ
し
三
日
か
な 

岡
田
　
哲
郎

鍬
の
柄
に
か
ぶ
せ
て
あ
り
し
冬
帽
子 

新
谷
　
京
子

言
え
ば
す
む
こ
と
冬
滝
の
真
白
な
り 
選
　
者
　
吟

文
化
協
会
俳
句
一
月
作
品�

　
　笹
井

　愛
選

文
化
協
会
俳
句
一
月
作
品�

岩
崎
多
佳
男
選

文
化
協
会
川
柳
一
月
作
品�

�

内
田
と
み
子
選

い
つ
ま
で
も
若
い
つ
も
り
で
け
つ
ま
づ
く 

山
元
と
も
え

ふ
ん
ば
っ
て
拾
う
し
か
な
い
今
日
の
幸 

吉
谷
や
す
こ

白
黒
を
つ
け
ず
微
妙
と
波
立
て
ず 

池
田
た
か
子

言
い
訳
を
し
な
い
男
の
胸
の
幅 

椎
葉
つ
と
む

赤
提
灯
気
の
合
う
友
の
吹
き
だ
ま
り 

三
宅
か
ず
こ

内
緒
ご
と
友
と
相
談
し
て
躍
る 

山
縣
の
ぶ
子

夢
う
つ
つ
テ
レ
ビ
ば
か
り
が
夜
な
べ
す
る 

田
中
　
　
恵

正
月
が
来
る
た
び
冥
土
近
く
な
り 

溝
口
　
豊
和

み
つ
め
ら
れ
と
て
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た 

田
中
　
道
博

豊
作
の
柿
が
行
き
先
さ
が
し
て
い
る 

鈴
木
　
な
つ

ふ
っ
切
れ
て
赤
信
号
も
青
に
な
る 

選
　
者
　
吟

★ 対 象 者★　 町内在住で平成 30 年 3 月
生まれのお子さん

★応募期限★
　平成31年2月28日（木）必着
★ 応募方法★　写真に①住所②氏名（ふり

がな）③性別④生年月日⑤電話番号⑥ 20
字程度のメッセージを添えてご応募くだ
さい。

★ 応 募 先★　総務企画課秘書広報室
　〒714−1297　（役場専用）矢掛町矢掛3018
　☎（82）1010
　有線 0513

満１歳のお祝いに写真を
掲載しませんか？

3 月生まれ募集中

美
術
館
短
歌
講
座
一
月
作
品

�

谷
本
史
子
選
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,280人（－29） 
　男　     6,862人（－13） 
　女　     7,418人（－16）
世帯数　  5,464世帯（－  9）

平成31年2月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ矢

掛
町
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品

50
品
目
達
成
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
平
成
21
年
度
に
創
設
し
た
矢
掛
町

ブ
ラ
ン
ド
事
業
に
お
い
て
、
認
定
品

が
50
品
目
を
こ
え
た
こ
と
か
ら
矢
掛

町
ブ
ラ
ン
ド
の
さ
ら
な
る
知
名
度
ア

ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

◦
と
　
き
　
３
月
24
日
㈰
　
午
前
10

時
～
午
後
３
時

◦
と
こ
ろ
　
や
か
げ
町
家
交
流
館
南

駐
車
場

◦
内
　
容
　
矢
掛
町
ブ
ラ
ン
ド
認
定

事
業
者
に
よ
る
展
示
・
販
売

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

ふ
れ
あ
い
会
館
講
座
生
募
集

◦
開
設
予
定
の
講
座
（
４
月
～
）

　
料
理
・
大
正
琴
・
華
道
・
着
付
け
・

洋
裁
・
煎
茶
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
書

道
・
太
極
拳
・
抹
茶
・
絵
手
紙

◦
受
講
料
　
※
教
材
費
は
個
人
負
担

◦
料
理
①
②
・
絵
手
紙

　
　
　
　
　
１
、
８
０
０
円

◦
太
極
拳
　
５
、
４
０
０
円

◦
そ
の
他
　
３
、
６
０
０
円

◦
申
込
方
法
　
ふ
れ
あ
い
会
館
に
て

所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
受
講

料
を
添
え
て
申
し
込
む
。

◦
申
込
期
間
　
３
月
１
日
㈮
～
15
日

㈮※
10
人
に
満
た
な
い
講
座
は
開
講
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

を
行
い
ま
す
。

■問
ふ
れ
あ
い
会
館

☎（
83
）０
１
１
９
　
有
線
５
３
５
０

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
教
養

趣
味
講
座
受
講
生
募
集

◦
対
　
象
　
町
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人

◦
開
設
予
定
の
講
座
　
茶
道
・
華
道
・

カ
ラ
オ
ケ
・
詩
吟
・
編
物
・
大
正
琴
・

囲
碁
・
煎
茶
・
筝
曲
（
琴
）

◦
受
講
料
　
無
料

※
教
材
費
は
個
人
負
担

◦
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
同
セ
ン
タ
ー
へ

申
し
込
む
。

◦
申
込
期
限
　
３
月
15
日
㈮

※
受
講
者
が
10
人
に
満
た
な
い
講
座

は
開
講
し
ま
せ
ん
。

■問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎（
83
）１
１
７
０
　
有
線
０
７
７
７

２
０
１
９
年
度

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

◦
対
　
象
　
町
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人

◦
参
加
費
　
無
料

◦
と
こ
ろ
　
各
地
区
公
民
館

◦
と
　
き
　
２
０
１
９
年
４
月
～
２

０
２
０
年
３
月
末
ま
で
　
月
７
回（
７

地
区
公
民
館
で
月
１
回
ず
つ
開
催
）

午
後
２
時
～
３
時
（
１
時
間
）

◦
申
込
方
法
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
申
込
書
を
提
出
。

※
参
加
者
は
、
３
月
25
日
㈪
の
説
明

会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
保
健

福
祉
課
内
）

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
７
２

春
季（
４
～
６
月
）
水
泳
・

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
生
募
集

◦
対
　
象
　
水
泳
・
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

を
習
い
た
い
人

◦
募
集
教
室
　
成
人
（
男
・
女
）、

女
性
（
初
級
・
中
級
程
度
）、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
か
ん
た
ん
ス
イ
ミ
ン
グ
、

４
泳
法
（
４
泳
法
の
で
き
る
人
）

子
ど
も
（
小
学
生
・
幼
児
・
ベ
ビ
ー

（
生
後
６
ヶ
月
～
３
歳
））、
ア
ク
ア

ビ
ク
ス

イ
ベ
ン
ト

募

　
　集

有料広告

　

有料広告

《診療科》《診療科》《診療科》
胃腸外科・内科・肛門外科
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科
整形外科・リハビリテーション科

（旧 新倉敷胃腸肛門外科内科）

敷地内に、ケアハウスあいの泉・
サービス付高齢者向け住宅あいの泉・
有料老人ホームあいの泉などを併設。

敷地内に、ケアハウスあいの泉・
サービス付高齢者向け住宅あいの泉・
有料老人ホームあいの泉などを併設。

敷地内に、ケアハウスあいの泉・
サービス付高齢者向け住宅あいの泉・
有料老人ホームあいの泉などを併設。

新倉敷メディカルスクエア
〒713-8102　倉敷市玉島 1719　TEL.（086）525-5001

土・日も診
療！！

（木・祝休
診）
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,280人（－29） 
　男　     6,862人（－13） 
　女　     7,418人（－16）
世帯数　  5,464世帯（－  9）

平成31年2月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

◦
募
集
期
間
　
２
月
21
日
㈭
～
３
月

21
日
（
木
・
祝
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま

す
。

◦
受
講
料
　
小
人
　
３
、
５
０
０
円

大
人
　
５
、
５
０
０
円

（
ベ
ビ
ー
コ
ー
ス
は
大
人
料
金
と
な

り
ま
す
。）

※
町
外
者
は
、
募
集
期
間
、
受
講
料

が
町
内
者
と
異
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■問
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎（
83
）１
１
０
０
　
有
線
２
６
２
０

海
洋
セ
ン
タ
ー
・
町
総
合
運
動

公
園
・
夜
間
等
管
理
人
募
集

◦
勤
務
内
容
　
受
付
、プ
ー
ル
監
視
、

予
約
シ
ス
テ
ム
操
作
等

◦
勤
務
地
等
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
町
総
合
運
動
公
園
（
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
り
両
施
設
に
勤
務
）

◦
応
募
資
格
　
70
歳
未
満
で
健
康
な

人
（
学
生
不
可
）

※
ご
希
望
の
人
は
、
履
歴
書
（
任
意

様
式
）
を
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■問
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎（
83
）１
１
０
０
　
有
線
２
６
２
０

自
衛
官
候
補
生
募
集

（
陸
海
空
自
衛
官
）

　
防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
候
補
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
受
験
資
格
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

◦
受
付
期
限
　
２
月
21
日
㈭

◦
試
験
日
　
２
月
23
日
㈯

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
高
梁
地
域
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
自
衛
官
岡
山
地
方
協
力
本
部
高
梁

地
域
事
務
所

☎
０
８
６
６（
22
）２
３
１
４

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

出
張
相
談
in
矢
掛

◦
と
　
き
　
２
月
22
日
㈮
、
３
月
８

日
㈮
、
22
日
㈮
　
午
前
10
時
～
午
後

３
時（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
　
第
１
相
談

室◦
相
談
内
容
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

の
職
員
が
求
人
情
報
の
提
供
・
職
業

相
談
等
を
行
い
ま
す
。

◦
対
象
者
　
矢
掛
町
内
に
住
所
を
有

す
る
人

◦
そ
の
他
　
事
前
の
予
約
は
不
要
で

す
が
、
事
前
に
予
約
い
た
だ
く
と
優

先
的
に
相
談
で
き
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

☎
０
８
６
５（
62
）２
１
４
７

岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

出
張
相
談
in
矢
掛
町

　
備
中
西
商
工
会
と
矢
掛
町
が
、
こ

の
度
中
小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者

の
新
た
な
事
業
展
開
、
ま
た
経
営
上

の
諸
問
題
解
消
の
場
と
し
て
、
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
と
　
き
　
３
月
20
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
５
時

◦
と
こ
ろ
　
備
中
西
商
工
会
本
部

（
矢
掛
）
会
議
室

◦
対
象
者
　
中
小
企
業
者
、
小
規
模

事
業
者

◦
申
込
締
切
　
３
月
６
日
㈬
　
午
後

５
時
ま
で

■問
備
中
西
商
工
会
本
部
（
矢
掛
）

☎（
82
）０
５
５
９

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　「
仕
事
を
探
し
て
い
る
」「
働
く
こ

と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
」
15
～
39
歳
ま
で
の
若
者

の
皆
さ
ん
の
「
働
き
出
す
力
」
を
多

様
な
支
援
に
よ
り
引
き
出
し
ま
す
。

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
自
立
を
支
援
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦
と
　
き
　
３
月
13
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
　
第
１
相
談

室◦
対
象
者
　
15
～
39
歳
の
人
ま
た
は

そ
の
保
護
者

※
相
談
無
料
・
要
予
約

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

心
配
ご
と
相
談

◦
と
　
き
　
３
月
15
日
㈮
　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内
　
容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

弁
護
士
巡
回
法
律
相
談

◦
と
　
き
　
３
月
14
日
㈭
　
午
前
10

時
～
午
後
３
時

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
２
階

相

　
　談

　農業者年金は、自分で積み立てた掛け金を将来
自分が受け取る制度です。
　加入と脱退は、自由に選ぶことができ、加入し
ている間に積み立てた掛け金は、原則65歳から生
きている間毎月支給されます。仮に80歳より前に
亡くなった場合でも、80歳までに受け取るはずで
あった年金額を遺族の方が一時金として受け取る
ことが可能です。
　また、農業者年金の掛け金は、その全額が社会
保険料の控除対象となり、住民税等から掛け金の
15％〜30％程度が節税でき、更に年金として受け
取る際にも公的年金等の合計120万円までが非課
税となり、税金の優遇措置も受けられます。掛け
金は、２万円から６万７千円までの間
で自由に選択できます。

■問 矢掛町農業委員会（産業観光課内）
　 ☎（82）1016

知って得する！農業者年金②（全3回）

有料広告

生徒募集生徒募集♪
♪

♫

小林 107（田町）
☎090-7540-1062（江木）
小林 107（田町）
☎090-7540-1062（江木）
小林 107（田町）
☎090-7540-1062（江木）

お問い合わせ

まゆみ＆えみこ音楽教室まゆみ＆えみこ音楽教室まゆみ＆えみこ音楽教室

2 歳のお子さん～ 大人まで2歳のお子さん～ 大人まで

ピアノ・エレクトーンピアノ・エレクトーン
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■問
岡
山
運
輸
支
局

☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
７
２

人
権
に
関
す
る
お
悩
み
は

お
気
軽
に
私
た
ち
へ

　
平
成
31
年
１
月
１
日
付
け
で
、
伊

達
佳
枝
氏（
小
田
）、渡
邊
惣
市
氏（
矢

掛
）、
松
村
淳
子
氏
（
東
川
面
）
が

法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
同
委
員
に
は
、
ほ

か
に
藤
原
立
志
氏
（
東
三
成
）、
末

永
康
子
氏（
浅
海
）、長
屋
裕
介
氏（
上

高
末
）
が
委
嘱
を
受
け
て
い
ま
す
。

人
権
に
関
す
る
悩
み
ご
と
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

矢
掛
町
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
の
新
規
指
定

　
町
で
は
、
平
成
30
年
12
月
10
日
付

け
で
、
次
の
と
お
り
事
業
者
を
新
た

に
指
定
し
ま
し
た
。

　
工
事
な
ど
の
際
は
、
必
ず
町
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
依
頼
し
ま

し
ょ
う
。

◦
指
定
番
号
１
６
４
　
備
中
ガ
ス
㈱

（
矢
掛
町
）
☎（
84
）８
８
２
４

■問
上
下
水
道
課
上
水
道
工
務
係

☎（
82
）０
１
７
３
　
有
線
４
７
７
０

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

３
月
１
日
㈮
・
７
日
㈭
・
14
日
㈭
・

15
日
㈮
・
22
日
㈮
・
25
日
㈪
・
27
日

㈬
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

３
月
４
日
㈪
、
11
日
㈪
、
18
日
㈪
、

25
日
㈪
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１
　
有
線
９
６
０
９

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
12
月
・
１
月
分
／
敬
称
略
）

▼
災
害
寄
附
　
株
式
会
社
中
国
銀
行
、

丸
本
酒
造
株
式
会
社
、
丸
本
酒
造
酒

蔵
マ
ル
シ
ェ
出
店
者
一
同
、
東
寺
真

言
宗
青
年
会
、
や
か
げ
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム

一
同
、
岡
山
県
町
村
議
会
議
長
会
、

山
路
み
ほ
、
岡
山
県
町
村
会
、
佐
藤

ア
キ
子
、二
胡
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
故
郷
、

農
事
組
合
法
人
山
ノ
上
干
柿
組
合
、

奈
月
れ
い
、
矢
掛
町
ブ
ラ
ン
ド
移
住

観
光
Ｐ
Ｒ
フ
ェ
ア
来
場
者
、
株
式
会

社
や
か
げ
宿
、
有
本
　
督
、
高
田
政

則
、
森
　
亮
太
、
森
　
美
晴
、
平
　

和
子
、
鈴
木
岩
男
、
納
村
隆
浩
、
渡

辺
京
子
、
石
原
明
枝
、
守
岡
克
浩
、

塩
塚
洋
一
、
大
場
直
之
、
近
藤
雅
洋
、

岡
田
哲
哉
、
中
藤
哲
也
、
中
野
公
誠
、

山
本
明
典
、
近
山
真
由
美
、
小
川
多

津
子
、
齋
藤
岳
洋
、
大
江
秀
美
、
山

﨑
修
子
、
坂
本
佳
恵
、
木
田
清
志
、

森
　
祥
子
、
木
山
　
徹
、
佐
藤
泰
治
、

や
か
げ
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
バ
ン
ド
、
国

際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
日
本
西
リ
ジ
ョ

ン
、
髙
草
英
郎
、
ア
ラ
ガ
ト
モ
ヒ
サ
、

ふ
く
い
ユ
ネ
ス
コ
協
会

▼
ふ
る
さ
と
納
税
　
田
尻
英
樹
（
北

海
道
）、
間
渕
利
明
（
茨
城
県
）、
加

瀬
　
剛
、
高
田
由
加（
埼
玉
県
）、
谷

田
貝
真
喜
子
、
前
田
美
百
合
、
坂
井

美
希
、
高
草
祥
五
、
梶
山
　
都
、
福

嶋
尚
紀
、
田
賀
哲
也
、
渡
邊
泰
子
、

川
眞
田
紗
季
、
高
草
英
生
、
土
屋
佳

世
、
土
屋
昌
弘
、
近
井
道
雄
、
髙
草

敦
子
、
肥
田
幸
春
（
東
京
都
）、
佐

谷
絵
美
、
三
好
　
直
（
神
奈
川
県
）、

加
藤
英
治
（
岐
阜
県
）、
浅
野
裕
一
、

光
川
典
宏
、
田
村
寿
彦
（
愛
知
県
）、

◦
相
談
時
間
　
30
分
以
内

◦
相
談
料
　
無
料
（
要
予
約
）

※
岡
山
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士
が

対
応
し
ま
す
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

軽
自
動
車
の
廃
車
等

手
続
き
は
３
月
末
ま
で
に

　
平
成
31
年
度
軽
自
動
車
税
は
、
平

成
31
年
４
月
１
日
時
点
の
登
録
状
況

に
よ
り
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
譲
渡
、
廃
車
な
ど
、
軽
自
動
車
の

所
有
者
や
使
用
者
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

【
町
へ
の
届
出
】

◦
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自

動
車
（
農
耕
用
・
特
殊
用
）

◦
持
参
物
　
使
用
者
の
印
鑑
、
所
有

者
の
印
鑑
、
返
却
す
る
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト

■問
町
民
課
資
産
税
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
６
１

【
軽
自
動
車
検
査
協
会
へ
の
届
出
】

◦
軽
自
動
車
（
三
輪
・
四
輪
）

■問
軽
自
動
車
検
査
協
会

☎
０
５
０（
３
８
１
６
）３
０
８
４

【
岡
山
運
輸
支
局
へ
の
届
出
】

◦
二
輪
車
（
１
２
５
㏄
超
）

手当・給付のお知らせ 今月の納税・納付
手当・給付の内容 振 込 日
後
期
高
齢
者

医
　
療

療養費（コルセット等）
（12 月申請分）３月   7日㈭ 町民課

国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571

高額療養費
（1 月申請分）２月15日㈮

子ども医療費
心身障害者医療費
ひとり親家庭等医療費
　　　　　　（1 月申請分）

２月28日㈭

保健福祉課
福祉推進係
子育て支援室
☎（82）1013
有線 0532 ※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。

※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限
固定資産税（4 期）
国民健康保険税（6 期）
介護保険料（6 期）
後期高齢者医療保険料（4 期）

2月28日㈭ 2月28日㈭

水道料金・下水道料金
（矢掛・美川・三谷・小田地区）2月25日㈪ 2月28日㈭

お
知
ら
せ

渡邊惣市氏 伊達佳枝氏松村淳子氏

18平成31年２月号



◦犯罪・交通事故発生状況（平成 30年中）
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■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※ 夜間・休日は井原警察署に転送されます。

井原警察署
矢掛幹部派出所

ていませんが、井原市内で２件の死亡事故が発生して
いるほか、岡山県内において67件68人の死亡事故が
発生しています。シートベルトを確実に装着して、速
度を控え、安全確認の徹底を図るなどして交通事故の
ない矢掛町を目指しましょう。
【残火薬類の適正処理】
　平成30年度に使用するために購入した猟銃用火薬
類は計画的に消費できていますか。弾帯、弾ロッカー
および火薬類管理帳簿を再点検し、残弾の有無を確認
しましょう。
　猟期外に猟銃用火薬類を自宅で保管することは、火
薬類の変質や盗難、その他の不測の事故を発生させる
原因となる恐れがあります。猟銃所持者の皆さんは、
平素から猟銃用火薬類の必要最小限の購入と早期消費
を心がけるとともに、使い残しの実包など残火薬類は
自宅に置いたままにしないことを念頭に、
○猟友会が主催する射撃大会等の射撃により消費する。
○不要実包の収集運搬を行う認定火薬販売店に所定の
手続きにより廃棄を依頼する。
など、残火薬類の早期かつ適正な処理を心がけ、火薬
類による事件・事故を未然に防止しましょう。

【犯罪発生状況】
　平成30年中の井原警察署管内全体での刑法犯認知件
数は182件（前年比+25件）で、矢掛町内では、56
件（前年比+16件）28.57％増となっています。
　特に町内においては、自転車盗、さい銭ねらい、倉
庫荒らし、部品盗等の犯罪が多く発生しています。玄
関、窓等は確実に施錠し、自転車、オートバイ等の車
両にも鍵をかけ、不審な車両を見かけた場合には、迷
わず110番をお願いします。
　また、高齢者等を狙った特殊詐欺事件については、
皆さんの声掛けなどのご協力により町内での発生はあ
りませんでしたが、県内では81件約３億8,280万円
の被害が発生しています。不審なメールや電話等がか
かってきた場合には、誰かに相談するなどして被害に
遭わないようにしましょう。
【交通事故発生状況】
　平成30年中の交通事故は、井原警察署管内の事故総
件数1,140件（前年比−33件）で内訳は、人身事故
112件（前年比−21件）、物損事故1,028件（前年
比−2件）と減少傾向となっていますが、矢掛町内に
おいては、人身事故22件（前年比−5件）、物損事故
297件（前年比+6件）となっており、総事故件数が
前年比+1で319件発生しています。
　また、矢掛町内では平成30年中に死亡事故は発生し
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30年中 56 4 1 1 2 4 6 2 1 2 20 5 3 5 319 22 0 297
（前年比） +16 +2 +1 ±0 -4 -2 +2 -4 +1 +1 +13 +4 -1 +2 +1 -5 ±0 +6

※数値は暫定数です。
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矢高にロックオン
― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

2019. 2
vol.80

　毎年恒例のたかつま荘コンサートがありました。クリスマス前というこ
とで、クリスマスメドレーなどをジャズバンド部が演奏しました。利用者
の皆さんはジャズのリズムに合わせて手拍子をしてくださり、和やかで楽
しいコンサートとなりました。

たかつま荘コンサート 12 月15日㈯

上勝町視察団
　ESD学習の一環として、徳島県上勝町の視察を行いました。現地では高
齢者による「葉っぱビジネス」やごみの再利用・再資源化の取り組みにつ
いて説明していただきました。社会づくりに関する様々な工夫を知り、生
徒の視野も広がったようです。

12 月17日㈫

　山ノ上地区で行われた干柿まつりにおいて、１日限定の「雲の上カフェ」
をオープンしました。生徒たちは、この日のために干柿を使ったメニュー
を開発し、当日の接客販売も行いました。カフェは盛況に終わり、干柿ま
つりに賑わいを添えることができました。

山ノ上干柿まつり 12 月 23日㈰

Ｑ. この学部にしたきっかけは？
―元々建築に関心がありました。豪雨
で被災したことがきっかけで、防災と
古民家について研究したいと考えまし
た。

Ｑ.合格に繋がった矢高の取り組みは？
―学生コンテストなどで自分の考えを
整理して話す機会が多く、その中でコ
ミュニケーション能力を高めることが
できました。

　大学入試センター試験があり、
本校 3年生 66 名が受験しまし
た。緊張感の中、最後まで粘り
強く取り組みました。

センター試験
１月19日㈯  20 日㈰

　古典に親しむことを目的に１・
２年生合同の百人一首大会が開
催されました。生徒たちは慣れ
ない百人一首に苦戦しつつも、
札を見つけると勢いよく取るこ
とができていました。

百人一首大会
１月 22日㈫

西川奈美穂さん
（探究コース３年）
香川大学
創造工学部合格

合格速報 ～AO入試編～
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記

総務企画課秘書広報室
☎（82）1010　有線0522

問

やかげ観光大使

登録用アドレス e-yakage@xpressmail.jp
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